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3 月 3 日(金)～4 日（土）クロス・ウェーブ梅田で第 11 回全日本民医連整形外科・リウマチ懇話会が開催さ

れ「全人的に診る運動器疾患～病院から地域へ繋がるリハビリテーション～」をテーマに行われ 113 名が参

加しました。3 日の午後は、58 の演題発表が行われ、「とても勉強になり刺激をもらった。他職種連携や今後

の業務の参考になった」などの感想がありました。夜は恒例の懇親会で参加県連の紹介、ご当地クイズで盛り

上がりました。4 日の午前は、佛教大学保健医療技術学部長の漆葉成彦（うるはしげひこ）教授が「からだの

痛みとこころの痛み」をテーマに精神科医の立場から病気の治療だけでなくその後の支援について講演いただ

きました。その後グループワークを行い関節リウマチの患者さんの治療方針を他職種で話し合い、チーム医療

の大切さを実感することができる企画となりました。次回は長野でお会いしましょう。 

 
 

 

演題発表では活発な医療活動の交流がされました 



第 11 回全日本民医連整形外科・リウマチ懇話会実行委員会・問い合わせ先 

兵庫民医連事務局（担当：中）電話（078）303-7351 FAX（078）303-7353 

ホームページ：兵庫民医連のホームページよりアクセスしてください。   

メールアドレス：ishi@hyogo-min.com 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

   

好評だったグループワーク 懇親会はご当地クイズで盛り上がり 

他職種で治療方針を論議 治療方針を発表し合いました 

閉会挨拶を行う柏木聡実行委員長 地酒の差し入れありがとうございました。 
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